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ＰＰ２２ 老老保保･･国国保保がが変変わわるる ＰＰ����教教育育委委員員会会
ＰＰ４４ 園園児児のの募募集集 ＰＰ����おお知知ららせせ
ＰＰ６６ みみんんななのの広広場場 ＰＰ����保保健健セセンンタターー

主な内容
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所得の高い人や医療を受けることの多い人に､
それに応じた自己負担をしてもらうため､ 高額療
養費の自己負担の限度額が見直されます｡

入院した時の食事代は､ 他の医療費とは別に定額 (標準負担額) を自己負担するだけで､
残りは国保が負担しています｡ 今回の改正では一般の人の自己負担額が変更されます｡
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海外渡航中に病気やけがの治療をうけた場合､ 今回から国保の保険給付の対象にな
ります｡ 医療費を医療機関等に一端全額支払い､ 担当の医師などの証明書 (所定の様
式) をもち帰り､ 市の窓口で手続きをすると国内の保険適用範囲内で払い戻されます｡
※渡航前に事前相談してください｡

長期入院のため住所を市外の医療機関に移す場合､ 以前は特定の疾病による入院の
み住所を移す前の市区町村の国保被保険者となっていましたが､ 今回から長期入院に
より住所を移す場合は､ すべて移す前の市区町村国保の被保険者となります｡

�

標準負担額 (�日につき)

◆問い合わせ 保険年金課 保険係 �内線���､ ���
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改 正 前 改 正 後

一 般 世 帯
������円

〔������円〕

一 般 世 帯
������円＋(医療費－�������円 )×�％

〔������円〕

上位所得者
�������円＋(医療費－�������円)×�％

〔������円〕

住民税非課税
世 帯

�	�
��円
〔�
����円〕

住民税非課税
世 帯

�	�
��円
〔�
����円〕

＊〔 〕内の数字は高額療養費の支給が過去��カ月以内で�回目以降となる場合の自己負担額

区 分 改正前 改正後

一 般 ���円 ���円

住 民 税 非 課 税
世 帯 等

��日までの入院 �	�円 �	�円

過去��カ月の入院日数が��日を超える入院 	��円 	��円

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている人 ���円 ���円

平成��年��月��日



今までは ｢１日にいくら｣ と負担していただきましたが､
原則として ｢かかった費用の１割｣ を負担していただくことになります｡
ただし､ １カ月の負担には上限があります｡ その他､ 入院したときの食事
代は､ １日分として定められた額を入院日数分支払っていただきます｡

◎外来で医療を受けるときの窓口で支払う費用

＊なお､ 入院等により､ 同じ世帯内で同じ月内に３万円 (住民税非課税世帯は������円) 以上を
支払った老人保健加入者が複数いる場合は､ 領収書等を持参のうえ申請されると､ 高額療養費
として������円 (住民税非課税世帯は������円) を超えた分が支給されます｡

◎入院で医療を受けるときの窓口で支払う費用
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	�日超える
と
��円( )

◆問い合わせ 保険年金課 医療給付係 �内線���

改 正 前

１日 ���円 同じ医療機関で月４回まで負担 (１カ月の上限は�����円)

改 正 後

◎���床以上の病院に通院したとき 医療費の１割 (１カ月の上限は�����円)

ただし､ 薬を院外処方してもらうと

病院でかかった費用の１割 (１カ月の上限は�����円) および

薬局でかかった費用の１割 (１カ月の上限は�����円)

◎���床未満の病院に通院したとき 医療費の１割 (１カ月の上限は�����円)
ただし､ 薬を院外処方してもらうと

病院でかかった費用の１割 (１カ月の上限は�����円) および
薬局でかかった費用の１割 (１カ月の上限は�����円)

◎診療所 (��床以下) に通院したときは､ ①か②のどちらかになります

①医療費の１割 (１カ月の上限は�����円)

ただし､ 薬を院外処方してもらうと

診療所でかかった費用の１割 (１カ月の上限は�����円) および

薬局でかかった費用の１割 (１カ月の上限は�����円)

②１日���円 同じ医療機関で月４回まで負担 (１カ月の上限は�����円)

ただし､ 薬が院外処方されても薬局への負担なし

区 分 改 正 前 改 正 後

受 診 者 の 入 院 費 用 １日 �����円 医療費の１割を負担

一 般 の 世 帯
自己負担限度額 １カ月 ������円まで １カ月 ������円まで

入院時食事代 １日 ���円 １日 �	�円

住 民 税
非 課 税 世 帯
(申請必要)

自己負担限度額 １カ月 ������円まで １カ月 ������円

入院時食事代 １日 ���円 １日 ���円 (	�日超えると
��円)

上記のうち老齢
福祉年金受給者
(申請必要)

自己負担限度額 １日 ���円 １カ月 ������円

入院時食事代 １日 ���円 １日 ���円

瑞浪市役所 ���－����



���������	

�

平成��年度

瑞
浪
市
で
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り
が
、

主
体
的
・
創
造
的
に
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
、
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
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� 65－2053
�月��日 (月)
9時30分～10時30分

80名

�����

� 68－3400
�月��日 (月)
13時30分～14時30分

110名

�����

� 67－1817
�月��日 (火)
9時30分～10時30分

180名

������

� 68 － 2632
�月��日 (火)
13時30分～14時30分

180名

�����

� 68－2323
�月��日 (木)
9時30分～10時30分

110名

�����

� 63－2056
�月��日 (水)
9時30分～10時30分

90名

�����

� 69－2123
�月��日 (水)
13時30分～14時30分

60名

�����

� 68－2463
�月��日 (木)
13時30分～14時30分

150名

幼
稚
園
は
豊
か
な
環
境
〈
先
生
や
友

だ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
、
自
然
、
出
来

事
〉
と
の
出
会
い
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

の
興
味
や
関
心
を
大
切
に
し
、
や
る
気

や
思
い
や
り
の
あ
る
子
を
育
て
ま
す
。

◆
入
園
で
き
る
幼
稚
園

●
瑞
浪
幼
稚
園(

�
６
８－

２
０
０
３)

市
内
ど
の
地
域
か
ら
も
入
園
可

●
稲
津
小
学
校
附
属
幼
稚
園(

�
６
７－

２
３
８
０)

…
稲
津
町
在
住
の
幼
児

●
陶
小
学
校
附
属
幼
稚
園

(

�
６
５－

２
２
６
２)

…
陶
町
在
住
の
幼
児

◆
入
園
で
き
る
幼
児

満
５
歳
〜
小
学
校
就
学
に
達
す
る
ま

で
の
幼
児

(

平
成
７
年
４
月
２
日
〜

平
成
８
年
４
月
１
日
生)

◆
授
業
料
＝
月
額
７
、０
０
０
円

(

た
だ
し
、
給
食
費
・
諸
費
が
月
額

５
、２
０
０
円
程
度
必
要)

◆
申
し
込
み

申
込
書(

各
幼
稚
園
、
教
育
委
員
会
、

陶
・
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

に
用
意)

に
必
要
事
項
記
入
の
う
え
、

１
月
��
日
�
〜
��
日
�

(

８
時
��
分
〜
��
時)

ま
で
に
入
園

を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚
園
ま

た
は
学
校
教
育
課
�
内
線
４
８
７
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

生
か
し
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
乳

幼
児
保
育
を
行
い
ま
す
。

◎
入
園
説
明
会

乳
幼
児

(

現
在
通
園
中
の
園
児
は
除

く)

の
入
園
を
希
望
す
る
方
は
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
園
で
き
る
保
育
園

市
内
８
園
。
た
だ
し
、
稲
津
・
み
ど

り
・
一
色
の
３
園
は
��
月
に
入
園
希

望
受
付
を
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

◆
入
園
で
き
る
乳
幼
児

８
カ
月
児
〜
５
歳
児
で
、
両
親
同
居

の
親
族
の
就
労
、
病
気
等
に
よ
り
乳

幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
限

り
ま
す
。

◆
保
育
料

前
年
所
得
税
額
な
ど
に
よ
り
決
定

◆
保
育
時
間

８
時
��
分
〜
��
時
��
分

※
一
定
の
事
由
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は

希
望
に
よ
り
早
朝
、
長
時
間
、
延
長

(

延
長
保
育
料
金
月
額
３
歳
未
満
児

３
千
円
、
３
歳
以
上
児
２
千
円)

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

延
長
保
育
は
啓
明
、
み
ど
り
、
一

色
保
育
園
で
実
施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
�
内
線
１
０
４

平成��年��月��日
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｢この一票 県政参加の 新世紀｣ 告示【平成��年１月��日�】

平成��年２月５日の岐阜県知事の任期満了に伴い､ 選挙を行います｡

����� ���	
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�月��日�まで開催中 ���－����

瑞浪陶磁資料館 ミニ企画展
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明治時代中期の制作､ 傾城 (花魁) の地
位の高さや権勢を誇る豪華絢爛たる衣裳です

会場
主催 瑞浪市･瑞浪市教育委員会
後援 美濃歌舞伎博物館相生座 協力 ミュージアム中仙道

瑞浪市民俗文化財に指定した ｢歌舞伎の衣裳｣ を一般公開
します｡ この地方に江戸時代より伝わる ｢地歌舞伎｣ の衣裳
やかつらのほか､ 市民より提供された写真資料なども併せて
展示します｡ ぜひお出かけください｡

(休館日９日､ ��日､ ��日)
平成13年 �月�日�～�月��日�

特別講演
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白バラコーナー
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期間中
入場無料

(明世町戸狩) ���－����

IJK�L(<MNOPQ�

ね ぎ や

政治家の寄附は禁止
政治家が選挙区内の人にお金や
物を贈ることは､ 法律で禁止されています｡
違反すると罰せられます｡ また有権者が寄
附を求めることも禁止されています｡ みん
なでルールを守りましょう｡

有権者の寄附要求も禁止

今年夏の衆議院議員総選挙において瑞浪市が高い
投票率であったこと､ また日頃から選挙啓発活動を
積極的に推進していることに対し､ ��月��日､ 岐阜
県庁において自治大臣表彰の伝達がありました｡
これは､ 市民のみなさんの高い自治意識の賜物と
考えます｡ 今後ともよろしくお願い申しあげます｡

������������
講師 小栗幸江さん (美濃歌舞伎博物館相生座館長)
◆日時 １月��日� ��時��分～��時
◆会場 ミュージアム中仙道 ２Ｆホール

明治��年頃から始まり､ 全国でも屈指の土雛
つちびな

の生産地として名を馳せた
｢瑞浪の土人形｣ の型を展示します｡
これは､ 今年８月に小田町の有賀恭

きょう

逸
いち

さん(��歳)から人形の合せ型��対
などの寄贈を受け企画したもので､ 『小田のお雛屋さん』 『禰宜屋のひな人
形』 として親しまれて来た土雛の製作に､ 実際に使われていたものです｡
有賀家の創業は恭逸さんの父沢二さん (成型) と母そでさん (彩色) で､
農家の冬の副業として土人形を作り､ 恭逸さんも子どもの頃に手伝ってい
たとのことです｡
展示品は､ 一日市場村伊助の明治��年製の ｢大黒天｣ や ｢恵比寿｣､ 明

治�	年沢二銘の ｢熊谷直実｣ など､ たいへん貴重なものばかりです｡

瑞浪市役所 �
�－����
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第��回

受付 ９時��分～
陶小学校グラウンドにて
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��
月
９
日
、
関
市
で
開
催
さ
れ
た
、
岐
阜

県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
で
、
梶
田
勝

美
さ
ん(

��
歳)

と
永
井
文
徳
さ
ん(

��
歳)

が
、
各
種
優
良
少
年
団
体
等
の
知
事
表
彰
に

お
い
て
、
優
良
育
成
指
導
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
た
た
え
ら
れ

て
の
受
賞
で
す
。

梶
田
さ
ん
は
昭
和
��
年
か
ら
稲
津
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
、
永
井
さ
ん
は
昭
和
��
年

か
ら
陶
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
指
導
さ
れ
、

現
在
も
熱
心
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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新春巡拝ジョギング大会 距離 ���㎞
５カ所の神社をジョギングしながら初詣
１月１日 午前０時��分 日吉神社スタート
・受付 ��月��日 午後��時��分～会場にて
稲津町民越年マラソン 距離 ���㎞
��月��日 午後��時		分 稲荷神社(小里)スタート
・受付 当日午後��時～��時��分 会場にて
大湫町越年マラソン 距離 ���㎞
大湫の大杉のライトアップも行われます

��月��日 午後��時	�分 大湫公民館前スタート
・受付 当日会場にて
釜戸元旦ウォーキング(��
㎞)＆ジョギング大会(���㎞)
１月１日 午前��時 釜戸公民館前スタート
・申し込み ��月��日�までに釜戸コミュニティー
センター (���－����) へ､ 当日受付も可
陶町新年マラソン大会 距離 ���㎞､ ���㎞
１月５日� 午前９時��分 天神社(猿爪)スタート
・受付 当日会場にて

◆Ａコース����㎞ (選手５人､ 中学男子､ 高校生､
一般男子１部)

◆Ｂコース����㎞ (選手７人､ 小学生､ 中学・一般
女子､ 一般男子２部)

・応募方法 １月��日�までに参加料１チームにつ
き�	���円を添えて事務局へ (監督会議２月��日)

・申込・問合せ先 陶コミュニティーセンター事務局

���－���� 
����－����

またはスポーツ振興課��
－���� 
���
－���


・主催 瑞浪市体育協会陶支部・陶公民館

冬の夜空に浮かび上がる幻想のひととき
★Ｘ��
���� ��月��日 日没から午後��時まで
★大みそか ��月��日 日没から夜明けまで

★��月��日～１月３日 日没から夜明けまで

��月��日現在で､ 全国一斉に工業統計調査が実施
されます｡
この調査は､ 製造業を営むすべての事業所を対象
として行われ､ 工業の実態を明らかにし各種行政施
策の基礎資料を得ることを目的としています｡
��月中旬から調査員が伺いますので､ 調査にご協
力をお願いします｡
◆問い合わせ 情報推進課 �内線���

固定資産税は､ １月１日現在の土地・家屋等の所
有者に課税されます｡ 家屋を取り壊した時､ 届け出
がない場合､ 翌年度以降も課税されてしまうことがあ
ります｡
家屋の一部または全部を取り壊した場合は､ 登記
の有無にかかわらず､ 税務課へ届け出てください｡
◆問い合わせ 税務課 評価係 �内線���

平成��年��月��日



�
�

�
�

����	


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��月��日・��日に開催 竜吟峡～大湫宿約������の
コースに､ 	
���人が訪れました｡

����

������
��������������	

��月��日 大湫小学校の全児童�
人が作った腐
葉土は､ 来年学校花壇に使われます｡

学校開放の一環として､ ��月５日から４夜連続で
行われた中央公民館主催の講座には��人が参加､
パソコンの基礎を学びました｡

������������
�������
��
�	

竜のうろこ､ 卵の殻の焼成が��月末から行われ
ています｡ これを本体に取り付ける作業は､ ��月
中旬から来年の２月末まで行われます｡
◆問い合わせ 釜戸町まちづくり推進協議会事務局

���－����

��  ������
!"#�$%������	

来年の干支の巳
み

(へび) の置物を作る作陶
講座が��月��日､ 瑞浪陶磁資料館で行われま
した｡
市内外から参加した��人のみなさんは､ 伊

野重幸前館長の指導の下､ 俵や打出の小槌の
上に乗ったへびなどユニークな置物づくりを
楽しみました｡

&'()�*+,-./
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��月��日､ 総合文化センター
で､ 美濃源氏フォーラム主催
｢第２回歴史と文化財を活かし
たまちづくりシンポジウム｣ が
開かれました｡ これは､ 瑞浪市
旧８カ町村の内､ 大湫・陶・稲
津・釜戸の４地区ではすでにま
ちづくり組織があり､ 日吉は今
年７月に発足､ 瑞浪・土岐・明
世でもその兆しが見られる中､
その地区固有の歴史・文化をま
ちづくりの中でいかに活用でき
るか､ また行政といかに関わり
を持つかを探ることを目的とし
て開催されたものです｡

基調講演に立った安藤秋義氏は ｢大湫はまちづくりの先駆けとして
��年の歴史がありますが､ 市町村合併以前からの厳しい時代を乗り越
えてきたからこそ今があると思う｣ と語り､ 長い時間をかけた地道な
努力を強調､ 続いて各地区代表者より､ こま犬と茶壺(陶)､ 町まるご
と公園化構想(稲津)､ ドラゴン��(釜戸)､ 文化財保護委員制度(日吉)､
土岐川堤桜まつり(瑞浪)､ 桜堂薬師(土岐)､ 化石山地下壕の文化財登
録(明世)など､ 事例に基づくまちづくりの発表がありました｡

��月��日､ 総合文化センターで､ ｢特定放射
性廃棄物の最終処分に関する法律｣ の勉強会が
開催され､ 市民���人が参加しました｡
これは､ 核燃料サイクル開発機構が､ 明世町
月吉地内に計画している､ 超深地層研究所の建
設予定地である月吉地区住民への説明会 (��月
��日開催) に続き､ 全市民を対象に住民の不安
を払拭するために開催したものです｡
原山保人・資源エネルギー庁原子力産業課長､
岩橋理彦・科学技術庁廃棄物政策課長ら５人が
出席し､ 法律の背景や成立までの経緯､ 概要､
処分方法などについて説明しました｡
このあと質疑に移り､ 市民からは熱心な質問
が出されていました｡

��
月
��
日
、
第
��
回
瑞
浪
市
農
業
祭
が
市
民
公

園
い
こ
い
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
産
農
家
と
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
会
場
に
は
、
地
元
特
産
の

農
・
林
・
畜
産
物
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
ポ
ン
菓
子

の
無
料
配
布
や
乳
牛
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ
、
乳
し

ぼ
り
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

平成��年��月��日



����������������		

����
��

��
��

��
��

��

��
��

		




��

�



�

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

第��回農林水産祭で､ 大湫町の農事組合法人東濃ブロイラーセン
ター代表理事の原昭平さん (��歳) が､ 内閣総理大臣賞 (畜産部門)
を受けられました｡ 岐阜県で同賞の受賞は３人目､ ブロイラーでは
初めての受賞です｡
原さんは､ 昭和��年(����)に中津川市から大湫町に農場を移し､

昭和��年に法人化､ 昭和��年に年間�	万羽を出荷する経営体制を確
立しました｡ 厳密な企業的経営管理のもと､ 低コストで安定した経
営､ 環境への配慮､ 地域の社会福祉活動への貢献などが高く評価さ
れたのもです｡
原さんは､
｢��年間がむしゃらに仕事をしてきましたが､ これもみなさんの

おかげです｡ 今まで以上に､ 新鮮で安全なものを提供していきたい
と思います｣ と話していました｡

��
月
��
日
、
松
野
湖
と
可
児
川
を
美
し
く
す
る
会

が
、｢

松
野
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦｣

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
で
��
回
目
と
な
る
こ
の
活
動
に
は
、
瑞
浪
市
・

御
嵩
町
・
可
児
市
の
会
員
や
各
種
関
係
団
体
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
７
５
０
人
が
参
加
、
開
始
の
合
図

と
と
も
に
、
湖
の
周
辺
や
道
路
沿
い
の
清
掃
に
あ
た

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
ご
み
袋
を
手
に
岸
辺
や

道
路
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
弁
当
の
容
器
、
吸
い

殻
な
ど
を
拾
い
、
環
境
美
化
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

�	
月
４
日

市
役
所
で
、

第
１
回
瑞
浪

市
環
境
基
本

計
画
策
定
委

員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

今
年
４
月
施

行
の
市
環
境

基
本
条
例
に

基
づ
き
作
ら

れ
た
も
の
で
、

��
年
度
末
ま

で
に
具
体
的

な
計
画
を
決

め
、
��
年
度

か
ら
	�
年
度

ま
で
の
��
年

間
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

今
月
中
に
、
二
千
人
の
市
民
・
三
百
の
事
業
所
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
今
後
、
計
画
案
の
公
表
等
、

住
民
の
意
向
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
行
く
予
定
で
す
。

委
員
は
、
市
内
８
地
区
の
代
表
、
農
家
、
漁
業
組
合
、
陶

磁
器
工
業
組
合
の
代
表
、
鳥
や
植
物
の
専
門
家
、
一
般
公
募

で
選
ば
れ
た
加
知
弘
至
さ
ん
と
藤
野
佳
子
さ
ん
な
ど
	�
人
で
す
。

な
お
、
委
員
長
に
は
、
岐
阜
大
学
教
授
の
松
本
康
夫
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

瑞浪市役所 ��
－	���
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就
学
援
助
費
の
お
知
ら
せ

◇
上
本
町
区

小
学
生
だ
け
で
な
く
中
・
高
校
生
の

自
主
的
参
加
に
よ
り

｢

資
源
回
収｣

｢

土
岐
川
清
掃｣

｢

津
島
様
祭
礼｣
｢

七

夕
祭
り｣

｢

日
吉
神
社
祭
礼｣

｢

敬
老
の

日｣

等
々
の
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

従
来
か
ら
あ
る
行
事
を
見
直
し
、
充
実

し
た
も
の
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

全
区
民
が
参
加
す
る
行
事
の
中
で
、

年
齢
や
立
場
を
越
え
、
み
ん
な
が
集
い

笑
い
・
食
し
・
話
す
こ
と
の
大
切
さ
、

そ
し
て
、
そ
の
輪
の
中
に
子
供
が
い
る
こ

と
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら
し
さ
を
区
民
の
だ

れ
も
が
感
じ
、
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
清
水
区

｢

小
学
校
へ
の
地
下
道
に
壁
画
を
描

こ
う｣

と
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

｢

ど
ん
な
絵
を
描
こ
う
か｣

｢
子
供
た
ち

に
ど
の
よ
う
に
描
か
せ
る
か｣
か
ら
始

ま
り
、
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
多
く
の

苦
心
、
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
活
動
を
通
し
地
域
の
お
年
寄
り
か

ら
、
高
校
生
・
中
学
生
・
小
学
生
等
の

子
供
た
ち
ま
で
が
ふ
れ
あ
い
、
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
区
民
の
連
帯
感
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

暗
か
っ
た
地
下
道
が
、
子
供
た
ち
と

区
民
み
ん
な
の
手
で
明
る
い
地
下
道
に

な
り
ま
し
た
。｢

自
分
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
。
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、

私
自
身
の
育
成
で
し
た
。｣

◇
川
戸
・
論
栃
区

｢

伝
え
た
い
、
私
の
現
在
・
過
去
・

未
来｣

を
基
に
、
川
戸
・
論
栃
区
内
に

あ
る
お
宮
、
観
音
堂
な
ど
の
史
跡
巡
り

を
し
ま
し
た
。

区
民
で
歴
史
に
詳
し
く
、
研
究
さ
れ

て
い
る
人
か
ら
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
に
ま
つ
わ
る
歴
史
・
由
来

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

｢

五
社
の
お
祭
り｣

｢

秋
祭
り
の
準

備
・
当
日｣

｢

空
き
缶
拾
い｣

｢

ハ
イ
キ

ン
グ｣

等
の
行
事
に
、
多
く
の
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
し
心
の
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
人
が
良
い
水
と
な
っ
て

地
域
の
子
供
を
育
て
よ
う

◇
水
上
二
・
三
号

子
ど
も
会
の
活
動
を
地
域
の
お
祭
り

｢

祇
園
祭
り｣

に
視
点
を
当
て
、｢

和
紙

す
き
体
験｣

と

｢

手
作
り
ウ
チ
ワ｣

に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。

老
人
会
、
保
存
会
の
方
た
ち
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

お
年
寄
り
と
作
業
を
共
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

祇
園
祭
り
に
、｢

手
作
り
ウ
チ
ワ｣

を
区
民
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き

多
く
の
参
加
者
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
子
供
達
も
地
域
の
一
員
と
い
う

自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
各
地
区
の
報
告
は
、
数
多
く

の
活
動
の
中
か
ら
、
特
に
目
玉
と
な
る

活
動
に
焦
点
を
当
て
た
報
告
で
し
た
。

次
回
は
、
二
月
二
十
五
日
の
予
定
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困

難
な
小
・
中
学
生
に
対
し
、
学
校
で
必

要
な
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
学
用
品
費
、
修
学
旅

行
費
や
社
会
見
学
な
ど
の
校
外
活
動
費
、

給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
学
校
又
は
各
地

区
の
民
生
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
時
期
は
毎
年
１
月

末
か
ら
２
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
照
会
先

学
校
教
育
課
�
内
線
４
８
７

平成��年��月��日
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明
る
く

元
気
で

俳
句
を

道
づ
れ
に

水
月
俳
句
会
代
表

西
尾

桃
子

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
門
出
を
お
祝
い
す
る
た

め
、
瑞
浪
市
で
は
新
成
人
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
企
画
・
実
施
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
各
中
学
校
下
か
ら
選
ば
れ
た

二
十
数
名
の
実
行
委
員
が
心
に
残
る
成

人
式
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

『

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
��』

で
す
。

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し

い
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
つ
か
し
い
友
と
の
再
会
、
成
人
し

た
喜
び
を
共
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

☆
瑞
浪
市
に
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て
い

な
い
方
で
も
、
家
族
が
当
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

ま
だ
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
照
会
先
＝
生
涯
学
習
課

(

総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
内)

�
６
８－

５
２
８
１

水
月
俳
句
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和

六
十
年
で
す
。
市
原
長
寿
ク
ラ
ブ
の
中

の
活
動
と
し
て
、
俳
句
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
会
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、
長
寿
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
他

地
区
か
ら
の
参
加
の
会
員
を
合
わ
せ
て

十
六
名
で
、
毎
月
第
一
金
曜
日
を

『

句

会
勉
強
日』

と
決
め
、
市
原
公
民
館
で

学
習
し
て
い
ま
す
。
拙
い
句
作
り
で
す

が
、
十
六
年
間
一
度
も
句
会
を
休
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
大
き

な
誇
り
で
す
。

先
月
、
長
寿
会
の
親
睦
旅
行
で
蛭
川

へ
行
き
、
吟
行
作
句
し
た
句
を
、
会
の

歩
み
の
一
端
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。(

参
加
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
各
自
吟
行
さ
れ
た
時
の
句
で
す
。)

☆
紫
苑
咲
き
せ
せ
る
小
蝶
や
空
は
紺

大
島

幸
三

☆
お
い
か
わ
の
棲
む
古
里
の
川
澄
め
る

渡
辺

卓
郎

☆
伝
説
の
天
女
の
柳
散
る
湖
畔

水
野

光
世

☆
蛇
穴
に
入
る
を
と
ど
ま
り
日
に
浴
す

後
藤

史
子

☆
山
中
に
一
戸
の
温
泉
宿
時
雨
寒

長
谷
川
久
仁
子

☆
初
し
ぐ
れ
松
天
蓋
の
芭
蕉
句
碑

日
比
野
恵
子

☆
山
の
湯
に
疲
れ
ほ
ぐ
る
る
茸
料
理

平
井

久
江

☆
願
ひ
事
山
々
あ
れ
ど
神
は
留
守

中
川
よ
し
え

☆
湯
治
宿
茸
づ
く
め
の
夕
の
膳

鈴
木

け
ん

☆
配
膳
の
湯
女
も
茶
髪
や
紅
葉
濃
し

選
者

西
尾

桃
子

会
員
が
力
強
く
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、

『

明
る
く』

『

元
気』

で
い
つ
い
つ
ま
で

も
、
底
知
れ
ぬ
深
み
を
持
つ
俳
句
の
道

を
、
励
ま
し
あ
っ
て
歩
み
続
け
よ
う
と

心
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

瑞浪市役所 ���－����
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新
春
を
迎
え
、
年
の
始
ま
り
を
祝
っ
て
、
正
月
に
ち

な
ん
だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
干
支
の｢

巳｣

な
ど
お
正
月
ら
し
い
手
作
り

作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

12
月
24
日
�
ま
で
に
図
書
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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�月��日� 『整理休館日』
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします

�
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釜
戸
町

林

す
ま
ゑ
さ
ん
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陶

町

小
木
曽
敏
恵
さ
ん

不思議な手品や人形劇など､ 楽しい催
しがいっぱいです｡ みんな遊びにきてね｡

�月��日� ��時��分～

総合文化センター 講堂

��
月
��
日
、
岐
阜
県
読
書
大
会
に
て

釜
戸
町
の
林
す
ま
ゑ
さ
ん
が
読
書
活
動

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
林
さ
ん
が
、
昭
和
��
年
よ

り

『

麦
笛
読
書
サ
ー
ク
ル』

の
代
表
と

し
て
、
��
数
名
と
い
う
大
所
帯
を
指
導

さ
れ
て
き
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
林
さ
ん
は
、

｢

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
受
賞
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
７
つ
の
読
書
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
、
活
動
を
通
じ
て
素
晴
ら
し
い

本
と
触
れ
合
え
、
ま
た
、
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。｣

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
陶
町
の
小
木
曽
敏
恵
さ
ん
が

｢

図
書
館
と
私｣

部
門
で
奨
励
賞
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
小
木
曽
さ
ん
は
、

｢

自
分
の
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
事

を
文
章
に
し
て
み
ま
し
た
。
今
後
も
い

ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
多
く
の
人

達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。｣

と
話
し

て
い
ま
し
た
。

平成��年��月��日

�������
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彫
刻
と
空
間
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市
之
瀬
肇

�
�
�
�
�
�

｢

日
本
画
を
志
す
に｣

日
本
画
家

平

尾

秀

明

・
平
尾
秀
明
氏
略
歴

１
９
４
３
年(

昭
和
��)

瑞
浪
市
明
世
町
山

野
内
に
生
ま
れ
る
。

瑞
浪
高
校
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
日
本
画

科
を
卒
業
、
日
本
画
家
橋
本
明
治
に
師
事
、

１
９
６
７
年
日
展
初
入
選
、
��
・
��
年
日
展

特
選
、
２
０
０
０
年
日
展
審
査
員
に
就
任
、

現
在
日
春
展
会
員
、
日
展
会
友

������������		

����


�������

明
世
小
学
校
三
年
の
時
、
県
の
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
唯
一
人
入
選
を
し
た
。

こ
の
こ
と
に
気
を
好
く
し
た
父
が
、
当
時
日

展
の
常
連
で
あ
っ
た
、
土
岐
町
益
見
在
住
の
洋

画
家
、
伊
藤
鎗
一
画
伯
の
元
へ
と
私
を
連
れ
て

行
っ
た
。
そ
し
て
、
中
学
一
年
生
ま
で
、
毎
日

曜
日
に
益
見
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

遊
び
ざ
か
り
の
年
頃
で
、
よ
く
続
い
た
も
の

と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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そ
の
時
の
教
え
が
私
の
絵
の
根
幹
を
な
し
、

後
の
日
本
画
の
恩
師
橋
本
明
治
先
生
の
元
で
、

絵
に
向
か
う
姿
勢
と
申
し
ま
す
か
、
心
構
え
を

教
わ
っ
た
、
そ
ん
な
思
い
が
致
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、
迷
い
迷
い

制
作
を
続
け
る
昨
今
で
す
が
、
兎
に
角
、
自
分

ら
し
い
絵
を
描
け
る
よ
う
精
進
し
な
く
て
は
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
永
く
瑞
浪
高
校
の
教
師
を
勤
め
ら
れ
、

現
在
恵
那
農
業
高
等
学
校
の
教
頭
で
あ
る
千
早

保
之
氏
は
、
鎗
一
画
伯
の
ご
子
息
、
私
の
瑞
浪

高
校
の
同
窓
生
、
そ
し
て
奇
し
く
も
彼
が
、
私

が
日
本
画
に
向
う
切
っ
掛
け
を
作
っ
て
く
れ
た

こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
ま
す
。

(

寄
稿)

彫
刻
は

｢

触
覚
空
間｣

の
芸

術
で
あ
り
、
絵
画
は

｢

視
覚
空

間｣

の
芸
術
で
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
彫
刻
は
三
次
元
の
対
象

物
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
り
、

絵
画
は
二
次
元
の
面
に
幻
影
を

与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

固
体
が
空
間
に
存
在
す
る
と

き
、
そ
の
空
間
の
一
定
量
の
容

積
に
置
き
換
わ
り
ま
す
。
彫
刻

は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す

が
、
絵
画
は
描
か
れ
て
い
る
風

景
そ
の
他
の
も
の
が
、
そ
の
空

間
に
置
き
換
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

絵
画
と
異
な
り
、
彫
刻
は
存

在
そ
の
も
の
が
三
次
元
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
置
か
れ
る
場
所

を
作
品
が
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ど
こ
に
置
い
て
も
よ

い
と
言
う
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

彫
刻
は
三
次
元
の
芸
術
で
す

の
で
、
絵
画
の
よ
う
に
壁
面
に

置
い
て
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、

前
か
ら
も
、
横
か
ら
も
、
後
ろ

か
ら
も
、
斜
め
か
ら
も
３
６
０

度
鑑
賞
で
き
る
よ
う
な
場
所
に

置
か
れ
な
け
れ
ば
、
作
品
を
十
分

に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
彫
刻
は
、
空
間

に
お
い
て
空
間
と
の
バ
ラ
ン
ス

の
中
で
、
存
在
を
主
張
す
る
も

の
で
す
の
で
、
制
作
に
あ
た
っ

て
は
置
か
れ
る
べ
き
、
も
し
く

は
、
存
在
す
べ
き
空
間
を
想
定

し
て
構
想
を
練
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

瑞浪市役所 ���－����
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会場 ＪＲ駅前ロータリー

��世紀最後のお祭り､ ウエルカム�����	瑞浪！
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�月��日�
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�月��日�

��月��日�
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件 名 日 額 時間額 改正年月日

岐阜県最低賃金 �
��� ��� �������

\]^_`2abcde��

産業別最低賃金

陶磁器･同関連製品､
耐火物製造業 �
��� ��	 ��������

紡 績 業 �
	�� ��� ��������

電気機械器具製造業 �
��	 ��� ��������

自動車･同附属品製造業 �
��� ��� ��������

航空機･同附属品製造業 �
�
� ��� ��������

県政への提言､ アンケート等に協力をしていただ
く県政モニターは､ 郵送による ｢一般モニター｣ と
インターネットを利用した ｢電子モニター｣ の２種
類があり､ 県内在住の��歳以上の方なら誰でも応募
できます｡ 詳しくは､ 来年１月発行の 『ふれあいく
らしと県政』 をご覧いただくか､ 県庁広報課まで気
軽にお問い合わせください｡
◆問い合わせ 〒������	�

岐阜市薮田南����� 県庁広報課広聴担当

������	������内線��		､ 
�������	���	��

Ｅメール 
������＠�����������������

内容 北海道物産市､ おかみさん横丁､ 青空野菜市､
アンパンマンショー､ ビンゴ大会､ バサラ踊り等
＊会場は当日８時～��時まで通行止となります
◆問い合わせ 瑞浪市商店街連合会

事務局 ���－����

１２月２６日および１月９日の２日間､ 路線の一部
を変更しますので､ ご了承ください｡
◎釜戸＝平山線
��時��分 釜戸郵便局前発→１１時４０分発に
◎日吉線 (半原､ 本郷経由瑞浪駅前行)
��時��分 日吉学校前発→１２時４５分発に
◎日吉線 (細久手方面)
��時��分 駅前発細久手行→箕打・天神前行に
◆問い合わせ 商工課 �内線���

◎予備講習会 １月��日�・���

・会場 可茂総合庁舎 (美濃加茂市)
・申込受付 ��月��日�～１月��日�

◎試験 ２月�
日�

・会場 多治見工業高等学校 (多治見市)
・申込受付 １月４日�～１月��日�

◆問い合わせ・申込先
消防本部予防課危険物係 ���－����

労働安全衛生法に基づき講習会を開催します｡
会 場 セラトピア土岐 土岐市土岐律町高山４
受講料 １人 �����円 (昼食・テキスト代含む)

事業主自身が雇用管理の面で従業員の意識やモラ
ルを高め､ 明るい職場づくりを進めるために､ 多治
見労働基準監督署と共催でセミナーを開催します｡
受講料 １人 �����円 (資料代等を含む)
会 場 セラトピア土岐 土岐市土岐津町高山４
◆申し込み 両講座とも東濃産業労働協会へ

多治見市東町�����

���－�	
	・
����－�	
�

今年は２年に１度の医療従事者実態調査の年です｡
医師､ 歯科医師､ 薬剤師､ 保健婦・士､ 助産婦､
看護婦・士､ 准看護婦・士､ 歯科衛生士､ 歯科技工
士で業務に従事している方は､ 所定の届出表を東濃
地域保健所まで提出してください｡ (届出表は保健
所で配布) なお､ 現在業務に従事されていない医師､
歯科医師､ 薬剤師の方も届出義務がありますので､
届出漏れのないよう注意願います｡
調査日 ��月��日 提出期限 平成��年１月�
日
◆提出・照会先 東濃地域保健所企画調整課

���－����内線�	�

改正された最低賃金は､ 臨時､ パートタイマー､
アルバイト等を含め､ 全ての労働者に適用されます｡

◆問い合わせ 多治見労働基準監督署 ���－����

平成��年��月��日



場所
保健センター����

受付 ��時～��時
場所 保健センター

�������������

��������	
���
��� 2001
みずなみ四季の器

������������������������			 ��������

������新春

９時～��時 (両日とも)

��

総合文化センター

合
同
開
催

Ｎ

民間Ｐ

竜門橋

土
岐
川

浪
花
通
り

公
園
線

商工会議所

市役所

明
徳
橋

明徳稲荷

遊歩道整備区間

民間Ｐ

◎

●

整備区間
土岐川の右岸､ 寺河戸町明徳稲荷
から竜門橋までの約����の市道
長年の地元要望であった ｢安心
して散歩のできる遊歩道の整備｣
を平成��年１月中旬から行います｡
従来よりこの区間は､ 通勤者等
による長時間駐車により占拠され､
｢すれ違いができない｣ ｢安心して
散歩ができない｣ 等の苦情が寄せ
られていました｡ ここは本来正規
に駐車する場所ではありません｡
駐車されている方は早急に駐車
場を確保し､ 移動されますようお
願いいたします｡ ・担当 都市計画課 �内線���

�月��日�･��日�

・瑞浪陶磁器工業協同組合

���－����

・恵那陶磁器工業協同組合

���－����
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�月�日�

�月��日�

相談名 日 時 内 容 ������ !"#
$%&'()*健康相談 ��時～��時

医師による個別相談､
血圧測定・尿検査

乳幼児相談
�時��分
～��時

身体測定と育児相談
＊母子健康手帳を
持参してださい

栄養相談 �時～��時
栄養士による個別相談
＊電話予約が必要

+,-.�/0��01%2345 ��� �����	 
� �



������ � � � ���� � � � � � �

� � � � � � � � 12月26日�
第１子は13時集合､ 第２子
以上は14時～14時30分受付 平成12年８月生まれ 母子健康手帳

� 歳 児 健 康 診 査
＊健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施

12月22日� 12時30分開始 平成９年11月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､コップ
母子健康手帳

� � � � � � � �
	 
 � � 
 � � �

1月 9日� 9時30分～9時45分 平成12年７月生まれ 母子健康手帳

・担当 大湫病院精神科医師
・相談内容 物忘れが激しい､ 徘徊・不潔行為
等でお困りの方､ 介護方法などについて
＊電話などでの予約が必要

インフルエンザは感染力が強く､ 症状は風邪
よりもずっと重く､ 悪化すれば死につながるこ
ともあります｡ 次の点に注意してください｡
◆人込みを避け､ 外から帰ったら必ずうがい･手洗いを
◆室内の乾燥に気をつけ (湿度は��～��％)､
部屋の換気を定期的に行う
◆抵抗力をつけるため､ ３食きちんととり､ 睡
眠を十分に

生後６カ月のお子さんの保護者の方で､ 神経
芽細胞種検査の尿を提出される場合､ 次の期間
は検査が休みとなりますので､ 提出しないよう
注意してください｡

瑞浪市役所��	－
���
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内科・
小児科

���－����

◆可燃ごみ クリーンセンター
資源ごみ ���－����

◆不燃ごみ 不燃物埋立処分場
���－����

※大きな物は小さく壊してから持ち込んでください｡

�
�
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至瑞浪

Ｎ

駄知
警部派出所

土土岐岐市市役役所所
駄駄知知支支所所

至肥田町

至下石町

車寿司

至曽木町

休日急病診療所

��

広報みずなみ 発行／瑞浪市 〒��������岐阜県瑞浪市上平町�丁目�番地 ��������	
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�������������������������	
��古紙配合率���％再生紙を使用しています

����年��月１日現在 (カッコ内は前月比) 人口＝��� !!人 (－��) 世帯数＝� ��� 世帯 (＋５)

土岐市・瑞浪市休日急病診療所へ
���－����市役所の一般業務は��月��日�で終了

し､ 年始は１月４日�から行います｡

��月��日～�月�日まで

�� � � 


休みの日の急病で困った時は､
市救急医療情報センタ－へ

休日診療・夜間在宅当番医院等をお知らせします

������
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期 日 在宅当番医院 電話番号

��月��日� 後 藤 歯 科 医 院 ��－����

��月��日� グリーン歯科水野 ��－����
��月��日���時まで持込み可

��月��日� 大 塩 歯 科 医 院 ��－����

年始は�月�日�から １月１日	 藤 本 歯 科 医 院 ��－���	

１月２日
 岩 島 歯 科 医 院 ��－�
��

１月３日� 今 井 歯 科 医 院 �	－�

	

１月４日� 水 野 歯 科 医 院 ��－���	

瑞 浪 市 役 所 ��月��日�
～１月３日�ハ ー ト ピ ア

�"#�$"#�%�&' 総合文化センター
市 民 図 書 館
文 化 会 館
化 石 博 物 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド

��月�	日�

～１月４日�

�()*+,-�./01
市 民 体 育 館 ��月��日
～１月４日�

美 濃 焼 プ ラ ザ ��月��日�～１月４日�

共 同 福 祉 施 設 ��月�	日�～１月３日�

ワークプラザ瑞浪(陶) ��月��日�～１月３日�

斎 場 ��月�	日�､�月�日	･�日�

休みの間は市役所宿・日直で受け付けて
います｡

��月��日��!時までに電話予約をすれば､
休み期間中に市役所日直 (８時��分～��

時) で受け取ることができます｡
なお､ その他の証明は行いません｡

◆可燃ごみ…年末は��月��日�の地区ま
で収集
年始は１月４日�から収集

◆不燃ごみ…��月��日�の地区まで収集
◆資源ごみ…��月��日�の地区まで収集

事故による緊急修繕は､ 最寄りの指定工
事店へ依頼してください｡
◎問い合わせは市役所���－����

◆年末最終の引取日 ��月��日� ９時～��時
◆年始最初の引取日 １月９日� ９時～��時
※��月��日
～１月８日	の間は､ 管理の関係
上､ 犬・ネコの引き取りは一切行ないません｡
◎問い合わせ 東濃地域保健所 ���－����

年末年始の診療は､

◆診療時間 ９時～�	時 ＊受付は��時��分まで
◆所在地 土岐市駄知町�����	

◆診療時間 ９時～��時 ＊当日電話予約が必要


